
資料１―１ 
 

令和７年度（２０２５年度）廃棄文書に係る審査及び意見聴取の総括 
 

１ 対象文書ファイル数 

 (1) 保存期間満了文書を保有していた所属数 

     ４９１所属 

(2) 令和７年度保存期間満了文書ファイル数（R7.3.31 までに保存期間が満了した文書ファイル） 

     １５，０５１ファイル 

(3) 各所属で特定歴史公文書等と判断した文書ファイル数 

     ８９ファイル 

(4) 廃棄対象の文書ファイル数（委員会で意見聴取する文書ファイル） 

     １４，９６２ファイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 廃棄文書ファイルに係る意見聴取（事前確認）結果       

(1) 委員からの問い合わせがあったファイル数          …………２９６ファイル※ 

                           （※問合せ件数としては１４９件） 

(2)  現物審査を行ったファイル数                …………    ９ 

(3) (2)の審査により保存期間の延長を協議する必要があると 

判断された文書ファイル数                       …………    ２ 

  →資料１－２「審査結果及び回答記入表」を参照 

【対応の内訳】 

  (3)のうち「延長」と原課が判断したファイル数           …………     ２ 

      (3)のうち「延長せず廃棄」と原課が判断したファイル数   …………     ０ 

   ※その他、文書の綴り方に不備が見られるファイルが３ファイルあり 

(4) (3)に関連し、新たに「延長」するよう依頼したファイル数   …………    なし 

(5) 審査の過程の中で原課が新たに特定歴史公文書として判断したファイル数    ２ 

   → （該当所属）男女共同参画課 1、経済政策課 1 

 

３ 第２６回委員会で委員からいただいた御意見、御提案 

 ・以前より文書ファイル名が統一されわかりやすくなった印象がある 

 ・リストをデータでいただくことでフィルタ機能等が活用でき審査しやすい 

・文書ファイル名だけで判断できないものについては、備考欄にどんな文書が綴られているかコメ

ントされていると審査しやすい 

 ・審査日程はもう少し期間が長い（時間を確保できる）と良い 


